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争
を
煽
る
こ
と
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
称
賛
す
る
こ
と

は
犠
牲
を
大
き
く
す
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
抑
止
力

に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、
自
由
主
義
陣
営
と
全

体
主
義
陣
営
の
最
終
戦
争
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

国
の
内
外
で
市
民
を
殺
す
独
裁
体
制
の
引
き
起

こ
す
紛
争
が
重
な
っ
て
見
え
る
。
だ
か
ら
い
つ

も
起
こ
り
、
ど
こ
で
も
起
こ
る
。
市
民
を
殺
さ

な
い
と
決
心
し
た
民
主
主
義
以
外
に
防
ぐ
手
立

て
が
な
い
。

自
発
的
隷
従

　

た
だ
し
、
現
在
の
独
裁
体
制
は
「
進
ん
で
」

い
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
、
国
民
は
自
発
的
に
隷

従
す
る
。

　

本
書
は
、
独
裁
体
制
と
（
非
暴
力
闘
争
に
よ

っ
て
）
闘
う
具
体
的
方
法
を
列
挙
し
た
教
科
書

で
あ
る
。
巻
末
に
は
一
九
八
の
方
法
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
理
屈
で
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
、
政
治
学
の
全
歴
史
経
験
が
参
照
さ

れ
て
い
る
。

　

読
者
に
は
、
本
書
と
あ
わ
せ
て
、
同
じ
著
者

の
『
市
民
力
に
よ
る
防
衛
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
六
）
を
読
む
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。
こ

ち
ら
に
は
、
超
大
国
の
軍
隊
の
侵
略
（
領
土
の

拡
張
、
集
団
殺
害
と
い
っ
た
目
的
を
持
つ
こ
と

も
あ
る
）
に
対
す
る
「
市
民
力
に
よ
る
防
衛
」

も
扱
っ
て
い
る
。

敗
戦
後
七
七
年

　

明
治
維
新
か
ら
敗
戦
ま
で
が
七
七
年
、
敗
戦

か
ら
今
年
ま
で
が
ち
ょ
う
ど
七
七
年
。
ナ
チ
ズ

ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
大
日
本
帝
国
主
義
に
象
徴

さ
れ
る
独
裁
体
制
と
、
曲
が
り
な
り
に
も
戦
後

民
主
主
義
の
時
間
が
今
年
ち
ょ
う
ど
拮
抗
し
た
。

そ
し
て
今
、
民
主
主
義
か
ら
戦
争
と
独
裁
の
時

代
が
始
ま
り
そ
う
な
予
感
が
す
る
の
は
考
え
す

ぎ
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
の
印
刷
に
は
少
し
厚
手
の
紙
が
使
わ
れ

て
い
る
。
書
斎
で
手
に
取
る
の
で
は
な
く
、
外

で
、
作
戦
と
戦
略
を
考
え
な
が
ら
読
む
よ
う
に

造
本
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

非
暴
力
闘
争

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
ま
の
あ

た
り
に
し
て
本
書
を
読
み
始
め
た
。
暴
力
に
よ

ら
な
い
闘
争
、
軍
備
に
よ
ら
な
い
防
衛
を
説
く
。

侵
略
と
戦
争
そ
の
も
の
が
起
こ
っ
て
い
る
の
に
、

随
分
悠
長
な
話
で
は
な
い
か
。し
か
し
、現
時
点

で
も
、
国
際
社
会
は
、
市
民
の
犠
牲
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
す
る
方
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。
戦

『
独
裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ

―
―
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
教
科
書
』

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
〇
四
五
円

ジ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ 
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用務員が要務員であるために！
―東京都本部町田市職労
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